別記様式第3号
在宅寝たきり者等介護機器使用貸借契約書

和寒町（以下「甲」という。）と借受人（以下「乙」という。）とは、　　　　（以下「丙」という。）の居住生活を維持するために、介護機器の貸借について次のとおり契約を締結します。

（貸与機器）

第1条　甲は次に掲げる介護機器を乙に貸し付けし、乙はこれを借り受けします。
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（使用者）
第2条　乙は前条の貸与物件を丙以外の者に使用させてはなりません。

（契約期間）

第3条　甲が乙に介護機器を貸与する期間は、平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日までとする。ただし、期間内において丙が社会福祉施設等へ入所（入院）
したとき、貸与機器を必要としなくなったとき又は町外に転出等和寒町に住所を有しなくなったときは、当該日までとします。

2 　貸与時間は、契約期間満了の7日前までに乙から契約終了の申し出がないときは、この契約は更に同じ条件で1か月を単位に更新されるものとし、以後も同様とします。
（使用料又は手数料）

第4条　貸与機器の使用料又は運搬手数料は、第1条のとおりとし、乙は甲の発行する納入通知書により納入するものとします。ただし、平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月日までは、試用の期間として又は短期貸与として無償とします。
2 　使用料は、毎年6月に町民税の課税・非課税の状況を調査して改訂を行なうこととし、決定した使用料は7月から翌年6月までの使用料とします。

3　手数料は、短期貸与についても納入するものとします。

4　使用料及び手数料の納入は、9月と3月のそれぞれ末日までとします。

（維持管理）

第5条　乙は善良な注意義務をもって貸与機器を維持管理するものとし、当該貸与機器を譲渡し、
転貸し又は担保に供する等目的以外に使用してはならないものとします。

2 　乙は、貸与機器の全部又は一部を棄損し又は滅失した場合には直ちに甲にその状況を報告し、その指示に従わなければなりません。

3 　乙は、甲の承諾がなければ貸与機器の模様替えその他原状の変更をすることはできないものとします。ただし、現状に復することができる程度の場合はこの限りでありません。
（返還）

第6条　乙は、第3条第1項の規定により契約期間が満了したとき、丙が貸与機器を必要としなくなったときは、すみやかに甲に当該貸与機器の返還を申し出るものとします。

2 　甲は、丙が当該貸与機器を必要としなくなったと認められる場合には、当該貸与機器の返還を命ずることができるものとします。

3 　乙は、前条第3項により介護機器の模様替えその他原状を変更したときは、原状に復して返還してもらうものとします。

（契約の解除）

第7条　甲は乙が第4条の規定に違反した場合にはこの契約を解除することができるものとします。

（損害賠償）

第8条　乙又は丙が貸与機器を故意には損し、又は第4条第2項及び第3項の規定により棄損し若しくは滅失したときは、損害を賠償するものとします。

（協議）

第9条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙が協議して定めるものとする。

この契約を証するため、本書2通を作成し、甲乙両者記名捺印のうえ、各1通を保有するものとします。

平　成　　　年　　　月　　　日

（甲）上川郡和寒町字西町120番地

和寒町長　　藤　井 　 辰　 夫　 ㊞

（乙）上川郡和寒町字

氏　名　　　　　　　　　　　　　㊞
